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木
質
ボ
イ
ラ
ー
設
置
の
検
討
を

中
村
忠
行
議
員

　経
済
効
果
、
林
業
振
興
、

　雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
公
共
施
設

　の
木
質
ボ
イ
ラ
ー
設
置
コ
ス
ト
の
試
算

　と
導
入
の
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　林
業
の
底
上
げ
と
町
の
エ
ネ
ル
ギ

　ー
活
用
の
あ
り
方
と
し
て
内
部
で
検
討

　し
た
い
。

 

性
能
検
査
を
早
く
で
き
な
い
か

寒
河
江
宏
一
議
員

　修
繕
が
冬
の
時
期
に

　な
る
前
に
ボ
イ
ラ
ー
の
性
能
検
査
を
早

　く
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

総
務
課
長

　ボ
イ
ラ
ー
の
事
前
点
検
は
し

　て
い
る
。
気
候
の
関
係
も
あ
り
、
９
月

　３０
日
に
整
備
清
掃
を
行
な
い
１０
月
４
日

　に
検
査
と
な
っ
た
。

　１０
月
議
会
臨
時
会
が
１０
月
２０
日
開
催

さ
れ
、
庁
舎
ボ
イ
ラ
ー
修
繕
費
を
盛
り

込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
（
５
号
）

に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

　山
田
町
は
、
５
年
前
に

発
生
し
た
東
北
大
震
災
に

よ
り
、
最
大
で
２５
ｍ
の
津

波
に
襲
わ
れ
死
者
・
行
方

不
明
者
数
８
２
５
人
と
、

岩
手
県
沿
岸
部
の
自
治
体

の
中
で
も
と
り
わ
け
大
き

な
人
的
被
害
が
発
生
し
た
。

被
災
家
屋
の
合
計
は
、
３

３
６
９
世
帯
、
全
世
帯
の

４
６
・
７
%
と
甚
大
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の

た
め
１
９
４
０
戸
の
応
急

仮
設
住
宅
を
建
設
し
対
応

し
て
き
た
。
そ
の
後
、
町

営
災
害
公
営
住
宅
等
を
計

画
に
基
づ
い
て
整
備
し
、

順
次
入
居
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
毎
に
土
地
利
用

を
定
め
復
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
山
田
町
の
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
「
二
度
と

津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
」
を
基
本
理
念
に
、

津
波
か
ら
命
を
守
る
ま
ち

づ
く
り
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
一
日
も

早
い
復
興
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　岩
手
県
の
県
都
、
盛
岡

市
の
西
方
１６
㎞
に
位
置
し
、

人
口
１
７
２
５
０
人
、
議

員
数
１６
名
で
基
幹
産
業
は
、

農
業
と
観
光
を
中
心
と
し

て
い
る
。
道
の
駅
「
あ
ね

っ
こ
」
は
、
町
中
心
部
か

ら
秋
田
県
よ
り
の
国
道
４６

号
線
に
設
置
さ
れ
、
温
泉
、

交
流
室
を
備
え
た
交
流
拠

点
施
設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
、

特
産
品
や
農
産
物
の
直
売

所
が
あ
る
農
村
資
源
活
用

施
設
の
ほ
か
農
林
水
産
物

の
加
工
所
、
体
験
施
設
が

併
設
さ
れ
て
お
り
、
東
北

の
道
の
駅
満
足
度
第
３
位

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
。
産
直
販
売
は
、
１
０

０
名
の
組
合
員
で
運
営
さ

れ
年
間
１
億
２
千
万
円
ほ

ど
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。

常
任
委
員
会
合
同
研
修

１１
月
１５
日
〜
１６
日

　地
方
の
人
口
減
少
が
進
む
中
、
町
村
議
会
が
抱
え
る
課

題
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
政
務
活
動
費
の

不
正
が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
総
務
部
長
で
あ
る
三
宅

達
也
氏
と
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
武
田
裕
樹
氏
を
講
師

に
地
方
議
会
と
し
て

の
対
応
や
、
住
民
か

ら
理
解
を
得
ら
れ
る

議
員
活
動
、
議
会
活

性
化
方
策
等
に
つ
い

て
学
び
、
議
員
と
し

て
の
活
動
や
存
在
感

の
あ
る
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
意
を
新

た
に
し
た
。

　例
年
開
催
し
て
い
る
「
区

長
と
議
員
の
語
る
会
」
が
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
議
員
全
員
が
出
席

し
て
区
長
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
松
田
順
一
区
公
連
会

長
と
柴
田
議
長
が
挨
拶
を
し

た
後
、
議
員
全
員
が
町
の
主

要
施
策
に
つ
い
て
の
考
え
を

述
べ
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

議
会
全
員
協
議
会

議
会
全
員
協
議
会

教
育
現
場
調
査

有屋小学校での意見交換（12/16）

　１２
月
９
日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
介
護
保
険
制
度

に
お
い
て
、
２９
年
度
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
（
総
合
事
業
）
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
最
上
広
域
で
検
討
し
て
い
る
看
護
師
養
成
機
関
設

置
の
件
な
ど
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。
概
要
は
、
次
の
と
お
り
。

　１２
月
１６
日
に
総
務
文
教
常
任
委
員
が
、
町
内

の
小
学
校
３
校
と
中
学
校
の
施
設
調
査
と
学
校

長
か
ら
教
育
現
場
の
課
題
、
児
童
・
生
徒
の
状

況
な
ど
説
明
を
受
け
た
。
常
任
委
員
会
で
改
善

策
な
ど
を
検
討
し
、
１２
月
２６
日
に
教
育
委
員
会

と
協
議
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

・
夏
場
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
部
分
的
な
エ
ア

　コ
ン
の
設
置
も
含
め
財
政
計
画
に
盛
り
込
み

　年
次
計
画
を
立
て
た
整
備
の
検
討
に
つ
い
て

・
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
各
学

　校
施
設
の
修
繕
の
対
応
に
つ
い
て

・
現
場
で
働
く
町
職
員
の
環
境
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
登
下
校
の
安
全
対
策
等

①
平
成
２９
年
度
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
の
概
要
に
つ

　い
て

　団
塊
の
世
代
が
７５
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
、
そ
し
て
認

知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で
支
え
、
高
齢
者
の
持
つ

能
力
を
活
か
し
て
要
介
護
状
態
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
要
支
援
１
と
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
予
防
給

付
（
介
護
保
険
料
か
ら
給
付
）
か
ら
町
の
事
業
に
移
行
す
る
も

の
で
事
業
の
内
容
、
利
用
の
流
れ
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

②
最
上
広
域
で
の
看
護
師
養
成
機
関
設
置
の
件
に
つ
い
て

　最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で
は
、
専
門
員
を
配
置
し
て

看
護
師
養
成
機
関
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
概
要

の
説
明
を
受
け
て
き
た
が
、
財
政
負
担
（
広
域
分
担
金
）
を
伴

う
も
の
で
あ
り
、
町
議
会
と
し
て
は
、
高
校
再
編
の
動
き
を
見

極
め
看
護
学
科
設
置
を
県
へ
要
望
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
う

施
設
を
活
用
し
た
民
間
で
の
運
用
な
ど
、
町
村
負
担
の
少
な
い

方
法
で
検
討
す
べ
き
と
す
る
結
論
に
至
っ
た
。

③
議
会
広
報
原
稿
に
係
る
議
事
録
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
の
原
稿
を
確
認
し
て
誤

っ
た
広
報
が
さ
れ
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
議
事

録
の
原
稿
を
印
刷
し
て
対
応
し
て
い
た
が
、
経
費
と
労
力
の
削

減
を
図
る
た
め
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
配
信
を
す
る
こ
と
に
し
た
。地

方
議
会
の

　

  

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ

区
長
と
議
員
の
語
る
会

山
田
町

（
震
災
復
興
の
取
り
組

み
と
防
災
力
強
化
）

雫
石
町

（
道
の
駅
「
あ
ね
っ
こ
」

を
拠
点
と
し
た
６
次
産

業
化
と
観
光
）

役
場
庁
舎
ボ
イ
ラ
ー
修
繕

　
  

６
７
０
万
円
増
額
補
正

１０
月
議
会
臨
時
会

１０月議会臨時会提出議案

一般会計補正予算（第５号）

会　　計　　名 補正の主な内容 補正額（万円） 補正後（万円）議運番号

役場庁舎ボイラー故障による修繕費７５号 670 48億8270

質
疑
の
あ
ら
ま
し

　常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
識
見
を

広
め
、
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見
を
町

政
に
反
映
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
防
災

力
の
向
上
と
、
道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
６
次
産
業
化

の
推
進
を
目
的
に
岩
手
県
山
田
町
、
雫
石
町
を
視
察

し
た
。

これからの地方議会の課題は（11/21）恒例となっている語る会（12/1）

山田町震災復興研修（11/15）

山田町被害状況の説明

雫石町加工施設（11/16）道の駅「あねっこ」での研修


